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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第154期 

第２四半期 
連結累計期間 

第155期 
第２四半期 

連結累計期間 
第154期 

会計期間 
自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日 

自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日 

自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日 

売上高 （千円） 9,443,376 10,166,672 20,203,414 

経常利益 （千円） 970,492 1,162,242 2,231,201 

四半期（当期）純利益 （千円） 631,668 808,945 858,957 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 937,678 827,281 1,302,620 

純資産額 （千円） 10,652,458 11,281,835 10,825,400 

総資産額 （千円） 23,635,222 23,101,081 23,450,732 

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 27.07 34.90 36.81 

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 42.4 46.1 43.2 

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 436,624 916,237 2,260,487 

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △31,246 △34,963 △423,023 

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △882,394 △1,182,001 △1,458,602 

現金及び現金同等物の 

四半期末（期末）残高 
（千円） 2,672,400 3,233,744 3,545,930 

 

回次
第154期

第２四半期
連結会計期間

第155期
第２四半期

連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.75 19.87 

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

   ２ 売上高には、消費税等は含まれていない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社についても異動はない。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はない。 

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動がみられたもの

の、企業業績及び雇用環境の改善を背景に、緩やかな回復基調が続きました。建築材料業界におきましては、建設

就業者不足及び建設費高騰による建設計画の延期・中止等により厳しい経営環境が続いているなか、公共投資・民

間設備投資は堅調に推移しました。

 このような状況のなか、当社グループは、「やすらぎと安心の創造」の企業理念のもと、環境負荷低減、施工現

場省力化、高付加価値商品等、顧客ニーズに対応した商品群の拡充を図ってまいりました。 

 押出成形セメント板「アスロック」の新たなデザインとして、ヒートアイランド対策に寄与する「日射反射機

能」を備えたデザインパネル「レフスカイミニ」を発売。工法においては、高い止水性能を有する２次防水工法

「ニューセフティ縦張り工法」のラインナップに、現場作業の省力化に加え施工現場環境の改善が可能となる「ノ

ンスリットタイプ」を追加しました。また、平成26年４月に販売を開始した技能工不足・工期遅延解消に貢献でき

る業界初の省力化工法「アスロックＬＳ工法（Labor Saving工法）」は、成約件数21件と施工現場での作業省力化

に高い評価を頂いております。さらに、平成25年７月発売の「グリッドデザインシリーズ」は、機能・デザイン性

及び新デザイン構築に関わる経済性が評価され、当社グループにおいて２商品目となる「2014年度グッドデザイン

賞」を受賞しました。今後も顧客ニーズに対応した新デザインを定期的に拡充してまいります。 

 販売部門では、これらの豊富な商品ラインナップにより、設計段階から提案営業を実施し、商談数量を増やすと

ともに、デザイン・機能・コストに対して高い評価を頂き、一般建築向け「アスロック」の販売数量を伸ばしまし

た。生産部門では、受注数量の増加に対応するため、ＮＮＰＳ（ノザワ・ニュー・プロダクション・システム）改

善活動により、生産性を高めるとともに、コスト削減に努めました。管理部門では、ＮＮＰＳ改善活動の手法によ

り業務効率の向上を図るとともに、有利子負債圧縮、財務体質改善に取り組みました。海外事業では、「野澤積水

好施新型建材(瀋陽)有限公司」において、顧客ニーズに応えた新デザインパネルの製造を開始するとともに、生産

性の向上に努めてまいりました。また、「野澤貿易（上海）有限公司」では、大手建築設計院及び建築主へのＰＲ

活動に加え、瀋陽地区において「野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司」と連携し営業を展開、受注数量拡大に取

り組みました。 

 これらの結果、当社グループの単一の報告セグメントである建築材料関連事業の品種別の売上高につきまして

は、押出成形セメント製品関連では、主力の押出成形セメント板「アスロック」は66億74百万円（前年同期比

16.2％増加）、住宅用軽量外壁材は11億71百万円（前年同期比14.0％減少）となり、押出成形セメント製品関連合

計では78億46百万円（前年同期比10.5％増加）となりましたが、耐火被覆等は５億77百万円（前年同期比5.8％減

少）、スレート関連は４億57百万円（前年同期比15.0％減少）となったこと等から、当第２四半期連結累計期間の

売上高は101億66百万円（前年同期比7.7％増加）となりました。 

 利益面については、主力である押出成形セメント製品が伸長したことに加え、生産性の向上、製造原価低減並び

に販売費及び一般管理費の削減に努めました結果、営業利益は12億10百万円（前年同期比31.1%増加）、経常利益

は11億62百万円（前年同期比19.8%増加）、四半期純利益は８億８百万円（前年同期比28.1％増加）となり、当第

２四半期連結累計期間における営業利益・経常利益・四半期純利益は過去最高となりました。 
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(2）財政状態の分析

 当第２四半期連結会計期間末における当社グループの流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ商品及び製品

が84百万円、未成工事支出金が76百万円増加したものの、現金及び預金が３億12百万円減少したこと等により90億

32百万円（前連結会計年度末と比較して１億33百万円減少）となりました。固定資産の残高は、前連結会計年度末

に比べ投資有価証券が時価の上昇に伴い１億70百万円増加したものの、有形固定資産が減価償却等により１億32百

万円減少したこと等から、140億68百万円（前連結会計年度末と比較して２億16百万円減少）となりました。この

結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ３億49百万円減少し231億１百万円となりました。

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ支払手形及び買掛金が２億16

百万円増加したものの、未払法人税等が３億２百万円減少したこと等から、60億70百万円（前連結会計年度末と比

較して75百万円減少）となりました。固定負債の残高は、長期借入金が前連結会計年度末に比べ６億50百万円減少

したこと等から、57億48百万円（前連結会計年度末と比較して７億30百万円減少）となりました。この結果、負債

の合計額は、前連結会計年度末に比べ８億６百万円減少し118億19百万円となりました。

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、利益剰余金が６億45百万円増加したこと等から、112億

81百万円（前連結会計年度末と比較して４億56百万円増加）となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は32億33百万円となり、前連結会

計年度末に比べ３億12百万円減少となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間において、営業活動による資金の増加は９億16百万円（前年同期は４億36百万円の増

加）となりました。これは法人税等の支払額７億76百万円や、たな卸資産の増加額１億87百万円等の資金の減少要因

があった一方、税金等調整前四半期純利益11億50百万円や、仕入債務の増加額２億84百万円等の資金の増加要因があ

ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間において、投資活動による資金の減少は34百万円（前年同期は31百万円の減少）となり

ました。これは有形固定資産の取得による支出１億91百万円等の資金の減少要因があったことによるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間において、財務活動による資金の減少は11億82百万円（前年同期は８億82百万円の減

少）となりました。これは長期借入金の返済による支出７億90百万円や親会社による配当金の支払額１億62百万円等

の資金の減少要因があったことによるものであります。
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(4）事業上及び財政上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財政上の対処すべき課題に重要な変更はありま

せん。

 なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

 

（当社株券等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）について）
 

１．当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針 

当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特定の

者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に

資するものである限り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提案に応

じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えています。 

 ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好な関係を保ち続けることができな

い可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるもの、あるいは株主

の皆様が最終的な決定をされるために必要な情報が十分に提供されないものもありえます。 

 そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務として、株主の皆様のために、

必要な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉などを行う必要があると考えています。 
  

２．当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取り組み 

  当社の中長期的な経営基本戦略等当社の目標としております企業像は下記のとおりです。 

① 建設部材、システム分野での開発型企業を目指し、建築・住宅・土木の３市場での安定的な商品供給による強

固な経営基盤を持つ企業 

② 技術力を背景とした差別化(品質・納期・コストの絶対的優位性)を推進するオンリーワン企業 

③ 環境保全を主眼においた次世代の事業を模索し、人々にやすらぎと安心を提供し、社会への貢献を企業の発展

と考える企業 

これらを実現するため、「安全第一、法令遵守、人権尊重、環境保全」の基本原則を大前提に、当社の経営の２

本柱である中長期計画、ＮＮＰＳ（ノザワ・ニュー・プロダクション・システム）活動を着実に実行することによ

って、当社のもつ経営資源を有効に活用するとともに、様々なステークホルダーとの良好な関係を継続、発展さ

せ、当社及び当社グループ会社の企業価値及び株主共同の利益の向上に繋げられるものと考えております。 
  
 ３．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取

り組み 
 

当社は、平成20年６月27日開催の定時株主総会において、買収防衛策の導入根拠、手続き等を定めた定款変更議

案及び変更された定款に基づき当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）（以下「本プラン」と

いいます。）の導入について株主の皆様のご承認をいただき、また平成26年６月27日開催の定時株主総会において

本プランの継続についてご承認をいただき、現在に至っております。 

 

本プランは、当社株式に対する買付が行われた際、買付に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当

社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者と交渉を行うこ

と等を可能とするものであり、当社の企業価値・株主共同の利益を毀損する買付等を阻止し、当社の企業価値・株

主共同の利益を確保・向上させることを目的としております。 

本プランにおきましては、(i)当社が発行者である株式等について、保有者の株式等保有割合が20％以上となる

買付、または(ii)当社が発行者である株式等について、公開買付に係る株式等の株式等所有割合及びその特別関係

者の株式等所有割合の合計が20％以上となる公開買付またはこれらに類似する行為（以下「買付等」と総称しま

す。）を対象とします。 

当社の株式等について買付等が行われる場合、当該買付等に係る買付者等には、買付等の内容の検討に必要な情

報及び当該買付者等が買付等に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面の提出を

求めます。その後、買付者等から提出された情報、当社取締役会からの意見や根拠資料、当該買付等に対する代替

案等が、経営陣から独立した者より構成される独立委員会に提供され、その評価、検討を経るものとします。独立

委員会は、必要に応じて、外部専門家等の助言を独自に得たうえ、買付内容の評価・検討、当社取締役会の提示し

た代替案の検討、株主に対する情報開示等を行います。 
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独立委員会は、買付者等が本プランに規定する手続きを遵守しなかった場合、または買付者等の買付等の内容の

検討、買付者等との協議・交渉の結果、当該買付等が当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうおそ

れのある買付等である場合等、本プランに定める要件のいずれかに該当し、対抗措置を発動することが相当である

と判断した場合には、当社取締役会に対して、対抗措置を発動すべき旨、または株主の意思を確認すべき旨を勧告

します。当社取締役会は、この勧告または株主意思確認総会若しくは書面投票の決定に基づき、原則として新株予

約権の無償割当ての実施を決議し、別途定める割当期日における当社の最終の株主名簿に記録された当社以外の株

主に対し、その保有する当社株式１株につき新株予約権２個を上限として別途定める割合で、新株予約権を無償で

割当てます。 

当社取締役会は、上記取締役会決議を行った場合速やかに、当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断す

る事項について、情報開示を行います。 

本プランの有効期間は、平成29年６月開催予定の定時株主総会終結の時までです。ただし、かかる有効期間の満

了前であっても、当社の株主総会において本プランの変更または廃止の決議がなされた場合には、本プランは当該

決議に従い、その時点で変更または廃止されるものとします。また、当社の株主総会で選任された取締役で構成さ

れる取締役会により本プランの廃止の決議がなされた場合には、本プランはその時点で廃止されるものとします。 

本プランにおいては、新株予約権無償割当てが実施されていない場合、株主の皆様に直接具体的な影響が生じる

ことはありません。他方、本プランが発動され、新株予約権無償割当てが実施された場合、株主の皆様が新株予約

権行使の手続きを行わないとその保有する株式が希釈化される場合があります。（ただし、当社が当社株式を対価

として新株予約権の取得を行った場合、株式の希釈化は生じません。） 
 

４．上記取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由 

上記２．に記載した基本方針の実現に資する特別な取り組みは、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上

に資する具体的方策であり、まさに当社の基本方針に沿うとともに、当社の株主共同の利益に資するものであり、

また、当社の経営陣の地位の維持を目的とするものではありません。 

また、本プランは、上記３．に記載のとおり、企業価値・株主共同の利益を確保・向上させる目的をもって導入

されたものであり、基本方針に沿うものです。特に、本プランは、株主意思を重視するものであること、その内容

として合理的な客観的発動要件が設定されていること、独立性の高い社外者によって構成される独立委員会が設置

されており、本プランの発動に際しては必ず独立委員会の判断または株主意思の確認を経ることが必要とされてい

ること、独立委員会は当社の費用で第三者専門家の助言を得ることができるとされていること、有効期間が３年間

と定められたうえ、株主総会または取締役会でいつでも廃止できるとされていることなどにより、その公正性・客

観性が担保されており、高度の合理性を有し、企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであって、当社の経

営陣の地位の維持を目的とするものではありません。 

 

(5）研究開発活動

 当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億20百万円であります。

 なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に変更はありません。

 

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

 当第２四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針についての変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）

（平成26年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,150,000 24,150,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数は1,000株である。

計 24,150,000 24,150,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 24,150,000 － 2,449,000 － 612,250
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（６）【大株主の状況】

    平成26年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数 

の割合（％） 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 1,225 5.07 

日本生命保険相互会社 
東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 

日本生命証券管理部内 
1,217 5.04 

日本トラスティ・サービス 

信託銀行株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１丁目８－11 1,158 4.79 

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,153 4.77 

神栄株式会社 兵庫県神戸市中央区京町77－１ 973 4.02 

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 724 3.00 

ＣＢＣ株式会社 東京都中央区月島２丁目15番13号 603 2.49 

ノザワ従業員持株会 兵庫県神戸市中央区浪花町15番地 592 2.45 

日工株式会社 兵庫県明石市大久保町江井島1013番地１ 568 2.35 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

（常任代理人 日本マスタートラスト 

信託銀行株式会社） 

東京都渋谷区恵比寿１－28－１ 

（東京都港区浜松町２丁目11番３号） 
525 2.17 

株式会社トクヤマ 山口県周南市御影町１－１ 525 2.17 

計 － 9,266 38.37 

（注）１ 千株未満は切り捨てて表示している。

２ 「割合」は小数点第３位以下を切り捨てて表示している。

３ 上記のほか当社保有の自己株式1,336千株（5.53％）がある。

４ 日本興亜損害保険株式会社は、平成26年９月１日に株式会社損害保険ジャパンと合併し、損害保険ジャパン

日本興亜株式会社に商号変更されている。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   1,336,000
－ －

完全議決権株式（その他）  普通株式  22,727,000 22,727 －

単元未満株式 普通株式     87,000 － －

発行済株式総数 24,150,000 － －

総株主の議決権 － 22,727 －

（注）１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権２個）が

含まれている。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己保有株式747株が含まれている。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ノザワ
神戸市中央区浪花町15番地 1,336,000 － 1,336,000 5.53

計 － 1,336,000 － 1,336,000 5.53

 

２【役員の状況】

該当事項なし。
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第４【経理の状況】
１ 四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。 

 

２ 監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けている。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,545,930 3,233,744 

受取手形及び売掛金 3,802,259 3,811,139 

商品及び製品 554,610 639,575 

原材料及び貯蔵品 121,216 148,195 

未成工事支出金 114,382 191,037 

その他 1,030,377 1,011,899 

貸倒引当金 △2,828 △3,033 

流動資産合計 9,165,948 9,032,558 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,255,481 2,234,631 

機械装置及び運搬具（純額） 2,074,325 1,972,857 

土地 6,501,980 6,501,726 

建設仮勘定 41,828 51,597 

その他（純額） 279,767 260,155 

有形固定資産合計 11,153,384 11,020,968 

無形固定資産 14,913 14,802 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,110,462 2,281,081 

その他 1,085,378 831,025 

貸倒引当金 △79,354 △79,354 

投資その他の資産合計 3,116,486 3,032,753 

固定資産合計 14,284,783 14,068,523 

資産合計 23,450,732 23,101,081 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,856,997 3,073,861 

短期借入金 1,540,000 1,400,000 

未払法人税等 703,876 401,735 

賞与引当金 278,000 276,000 

その他 767,431 918,744 

流動負債合計 6,146,305 6,070,340 

固定負債    

長期借入金 2,320,000 1,670,000 

再評価に係る繰延税金負債 1,707,038 1,707,038 

退職給付に係る負債 1,908,990 1,865,572 

資産除去債務 13,411 16,550 

その他 529,585 489,744 

固定負債合計 6,479,026 5,748,906 

負債合計 12,625,331 11,819,246 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,449,000 2,449,000 

資本剰余金 1,470,572 1,470,572 

利益剰余金 2,939,593 3,585,232 

自己株式 △48,930 △256,470 

株主資本合計 6,810,235 7,248,334 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 403,422 503,254 

土地再評価差額金 2,901,730 2,901,730 

為替換算調整勘定 197,439 161,155 

退職給付に係る調整累計額 △191,069 △162,518 

その他の包括利益累計額合計 3,311,522 3,403,622 

少数株主持分 703,642 629,879 

純資産合計 10,825,400 11,281,835 

負債純資産合計 23,450,732 23,101,081 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 9,443,376 10,166,672 

売上原価 6,489,782 6,726,705 

売上総利益 2,953,594 3,439,967 

販売費及び一般管理費 ※ 2,030,471 ※ 2,229,516 

営業利益 923,122 1,210,450 

営業外収益    

受取利息 1,474 507 

受取配当金 24,506 29,885 

為替差益 81,704 － 

貸倒引当金戻入額 207 － 

その他 17,361 25,374 

営業外収益合計 125,254 55,767 

営業外費用    

支払利息 36,211 26,671 

為替差損 － 25,060 

その他 41,672 52,243 

営業外費用合計 77,884 103,975 

経常利益 970,492 1,162,242 

特別利益    

投資有価証券売却益 53,251 － 

特別利益合計 53,251 － 

特別損失    

固定資産除却損 11,774 11,471 

特別損失合計 11,774 11,471 

税金等調整前四半期純利益 1,011,968 1,150,770 

法人税、住民税及び事業税 384,947 396,932 

法人税等調整額 △42,587 △16,243 

法人税等合計 342,360 380,688 

少数株主損益調整前四半期純利益 669,608 770,081 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 37,939 △38,863 

四半期純利益 631,668 808,945 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 669,608 770,081 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 88,482 99,831 

為替換算調整勘定 179,588 △71,183 

退職給付に係る調整額 － 28,551 

その他の包括利益合計 268,070 57,199 

四半期包括利益 937,678 827,281 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 813,131 901,045 

少数株主に係る四半期包括利益 124,546 △73,763 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,011,968 1,150,770 

減価償却費 264,405 273,656 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △205 205 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68,012 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 909 

賞与引当金の増減額（△は減少） 29,800 △2,000 

受取利息及び受取配当金 △25,981 △30,393 

支払利息 36,211 26,671 

為替差損益（△は益） △77,478 24,997 

固定資産除却損 11,774 10,399 

投資有価証券売却損益（△は益） △53,251 － 

売上債権の増減額（△は増加） △793,069 12,865 

たな卸資産の増減額（△は増加） △355,374 △187,181 

仕入債務の増減額（△は減少） 577,317 284,303 

その他 105,935 120,512 

小計 800,064 1,685,716 

利息及び配当金の受取額 25,981 30,393 

利息の支払額 △36,950 △23,228 

法人税等の支払額 △352,470 △776,644 

営業活動によるキャッシュ・フロー 436,624 916,237 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △141,102 △191,047 

投資有価証券の取得による支出 △8,327 △15,918 

投資有価証券の売却による収入 67,275 － 

その他 50,907 172,002 

投資活動によるキャッシュ・フロー △31,246 △34,963 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 200,000 430,000 

短期借入金の返済による支出 △200,000 △430,000 

長期借入金の返済による支出 △770,000 △790,000 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △18,641 △22,174 

自己株式の取得による支出 △973 △207,539 

親会社による配当金の支払額 △92,778 △162,287 

財務活動によるキャッシュ・フロー △882,394 △1,182,001 

現金及び現金同等物に係る換算差額 18,337 △11,457 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △458,678 △312,185 

現金及び現金同等物の期首残高 3,131,079 3,545,930 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,672,400 ※ 3,233,744 
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【注記事項】

(会計方針の変更)

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、計算に用いる

割引率を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更している。

 なお、この変更に伴う期首の利益剰余金並びに損益に与える影響はない。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

  １ 手形流動化に伴う裏書譲渡高

 
前連結会計年度 

（平成26年３月31日） 
当第２四半期連結会計期間 
（平成26年９月30日） 

受取手形裏書譲渡高 2,757,263千円 2,680,628千円 

 

  ２ 偶発債務

平成19年10月１日付けで石綿健康障害による労災認定者であり当社の事業活動と直接因果関係が認められ 

るものに対する補償制度を導入したことから、将来当該制度に基づき補償負担が発生する可能性がある。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次の通りである。

 
 前第２四半期連結累計期間 

（自  平成25年４月１日 
  至  平成25年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間 
（自  平成26年４月１日 

  至  平成26年９月30日） 

販売運賃 472,430千円 622,742千円 

給料 358,196 356,945 

賞与引当金繰入額 140,608 145,934 

退職給付費用 56,757 51,488 

貸倒引当金繰入額 － 205 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成26年４月１日
至  平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 2,672,400千円 3,233,744千円

現金及び現金同等物 2,672,400 3,233,744

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 93,341 4 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 163,307 7 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

 当社グループは、建築材料関連事業の単一の報告セグメントであるため、記載を省略している。 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 27円07銭 34円90銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額（千円） 631,668 808,945

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 631,668 808,945

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,334 23,181

  （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

（重要な後発事象）

  該当事項なし。
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２【その他】

 当社は、石綿関連疾患に関して、建設従事者とその遺族から、国に対しては国家賠償法に基づき、当社を含む建材

メーカー数十社に対しては不法行為責任及び製造物責任に基づき、札幌、東京、横浜、京都、大阪、福岡の各地方裁

判所及び東京高等裁判所に総額246億78百万円の損害賠償請求を提起されている。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。

 

- 19 -

2014/11/14 11:34:51／14027396_株式会社ノザワ_第２四半期報告書



 
  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月13日

株式会社ノザワ 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 小  川  佳  男  ㊞ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 増  田     豊  ㊞ 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ノザワ

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ノザワ及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】
 

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成26年11月13日

【会社名】 株式会社ノザワ

【英訳名】 NOZAWA CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 野 澤 俊 也

【最高財務責任者の役職氏名】 専務取締役管理本部長 三 原 伸 夫

【本店の所在の場所】 神戸市中央区浪花町15番地

   
【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

株式会社ノザワ東京支店

（東京都中央区新富一丁目18番１号（住友不動産京橋ビル））

 

株式会社ノザワ名古屋支店

（名古屋市中区錦二丁目４番15号（ORE錦二丁目ビル））
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１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

 当社代表取締役社長野澤俊也及び当社専務取締役管理本部長三原伸夫は、当社の第155期第２四半期（自 平成26

年７月１日 至 平成26年９月30日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されている

ことを確認いたしました。

 

２【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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